
決　 算 　報 　告 　書

令和７年度

公立大学法人　公立はこだて未来大学

第１８期事業年度

自　令和 ７ 年 ４ 月 １ 日

至　令和 ８ 年 ３ 月３１日



（単位：円）

差　額

（決算－予算）

 収入

　 運営費交付金 1,685,318,000 1,730,972,556 45,654,556

　 補助金等収入 0 1,172,000 1,172,000 （注１）

　 自己収入 648,074,000 601,130,004 △ 46,943,996

　　 授業料・入学料・入学検定料収入 591,893,000 549,184,965 △ 42,708,035 （注２）

　　 その他の収入 56,181,000 51,945,039 △ 4,235,961 （注３）

　 受託研究等収入 70,000,000 128,796,900 58,796,900 （注４）

　 寄附金収入 9,305,000 25,165,000 15,860,000 （注５）

　 振興基金積立金取崩収入 2,500,000 1,000,000 △ 1,500,000 （注６）

　 目的積立金取崩収入 201,617,000 160,752,283 △ 40,864,717 （注７）

計 2,616,814,000 2,648,988,743 32,174,743

 支出

　 業務費 2,541,078,000 2,421,014,481 △ 120,063,519

　　 教育研究経費 791,578,000 726,103,177 △ 65,474,823 （注８）

　　 一般管理費 624,678,000 596,627,575 △ 28,050,425 （注９）

　　 人件費 1,124,822,000 1,098,283,729 △ 26,538,271 （注１０）

　 受託研究等経費 57,975,000 93,511,673 35,536,673 （注１１）

   施設整備費 17,761,000 15,157,196 △ 2,603,804

計 2,616,814,000 2,529,683,350 △ 87,130,650

収 入 － 支 出 0 119,305,393 119,305,393

  （注）　予算額は，年度計画の予算に計上した金額を円単位で記載しています。

  　　 　　なお，収入の決算額の計には，翌年度へ繰り越すべき財源が合わせて75,306,334円含まれています。 

   　　　　また，支出の差額の計のうち，合わせて64,356,334円を翌年度へ繰り越しました。
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○予算額と決算額の差異の主な理由について

　（注１） 　　補助金等収入については，補助金交付数の増により 1,172,000円の増となりました。 

　（注２） 　　授業料については，減免対象者数の増等により 33,976,035円の減となりました。 

　　　 　　  　入学料については，減免対象者数の増等により 6,774,000円の減となりました。 

　　　 　　  　入学検定料については，受験者数の減等により 1,958,000円の減となりました。 

　（注３）　　 教員住宅使用料一部負担金の減等により4,235,961円の減となりました。

　（注４）　　 受託研究収入で64,989,900円の増，共同研究収入で6,523,000円の減，受託事業収入で

　 　　　  　　330,000円の増となりました。

            　　なお，当該収入決算額は受入額であり，前年度からの繰越額 2,053,265円は含まれていません。

        　    　また，翌年度への繰越分が6,855,314円含まれています。

　（注５）　　奨学寄附金分で13,050,000円の増，高度ＩＣＴコース運用経費分で1,100,000円の増，

　　　　　　　科学技術理解増進事業経費分で300,000円の増，振興基金分で1,410,000円の増となりました。

           　　なお，当該収入決算額は受入額であり，前年度からの繰越額 66,297,967円は含まれていません。

　 　　　　 　(奨学寄附金分 56,447,967円，高度ＩＣＴ人材育成分等 9,850,000円)

           　　また，翌年度への繰越分が63,962,055円含まれています。

　　 　　　 　（奨学寄附金分53,012,055円,高度ICT人材育成分等10,950,000円）

　（注６）　　留学支援経費充当分の減により，1,500,000円の減となりました。

　（注７）　　一般研究費繰越分の減等により，全体で40,864,717円の減となりました。

　（注８）　　研究旅費及び研究費32,476,447円の減等により，全体で65,474,823円の減となりました。

　（注９）　　教員住宅費など管理運営費16,739,437円の減，校舎維持管理費10,015,004円の減等により，

　　　　　　　全体で28,050,425円の減となりました。

　（注１０）　　常勤教員人件費7,781,980円の減，常勤職員人件費1,619,992円の減等により，全体で26,538,271円の減となりました。

　（注１１）　　受託研究費で40,237,625円の増，共同研究費で5,030,952円の減，受託事業費で330,000円の減となりました。
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